
23

44 45

Variosその他Varios その他

　セビージャの中心部近くにある隠れ家的レストラン “メチェラ”。セビージャで現在最も
人気のあるレストランの 1 つと言われ毎日混み合っていると噂だ。若手シェフ・アルバ
ロ氏自身のABUELA（アブエラ／祖母）から引き継がれたメニュー、伝統にインターナショ
ナルなテイストが加えられた料理が、ちょっと大きめのタパスサイズにてサーブされるの
が嬉しい。固定メニューとは別に、アンダルシアの季節食材を大いに利用した日替わり
メニューも複数あり大いに楽しめる。もちろん大皿の場合もあるので確認してから注文し
よう。店内はお洒落な女性客が多く目に映り、気軽に足を運べるカジュアルレストランで
ある。給仕女性達の素早く丁寧なサービスも心地よく、和やかな雰囲気に包まれ非常に
心地よい空間だ。ワインはほぼ全種グラスで頼むことができるので料理ごとに変えて楽
しむのもいいだろう。味もその雰囲気もセビージャの最先端を感じたい方にはぴったり！
そして地元にどっぷりと浸かりたい人向けのレストラン。手作りデザートも秀逸なので別
腹の用意も忘れずに！デザートとコーヒーまで満喫して予算は 1 人 20 から 30 ユーロ程
度。早めに行って席の確保をするのは必須であろう。

　長年日本人観光客の間で、治安が悪いから自由
行動も落ち着いてできないと言われ続けてきたマ
ドリードは、この 15 年の間に大きく変容してきま
した。街角や地下鉄構内の警備が増え、主だった
道や観光箇所には日本語での案内看板が立ち、日
本語通訳者まで揃える警察署まで準備されるよう
になって、スペインを訪れる観光客の1% にも満
たない日本人観光客がマドリードから大切にされて
いることが目にとってわかるようになりました。観
光案内所には日本語の案内だってあります。数年
前まではちょっと危なげな気配すらしたフエンカラ
ル通りの一部やソル広場から伸びるアレナル通り
は歩行者天国となり落ちついてショッピングを楽し
めるようになりました。
   そんな訪問者に優しいマドリードがここ数年
ちょっと元気がないように感じます。
 　私がスペインという国に一番最初に対面したの
は、ペドロ・アルモドバル監督作品「バチ当たり
修道院の最期（1983 年）」という映画を観た時で
した。スペインはおろか日本以外の国に関する知
識が皆無だった 10 代の私にはやや刺激が強すぎ
る内容だったのに加えて、文化･社会的背景も知ら
ず、とにかく作品の意味がまったくわからない。そ

れでもまるで頭を強くぶつけた後のように見終わっ
た後から強い痛みと興奮がじんじんとやってくるよ
うな、そんな感覚が長い間残ったのを覚えていま
す。今のマドリードには80年代にアルモドバルが強
烈な個性で世界に放ったような存在感、説明でき
ない興奮、迫力が不足しているように思えるのです。
　私の中のスペインとは、洗練しきれていないけ
れどカラフルで独特の毒気があり、近づく人を皆
虜にしてしまうような色気を纏った国。そんなイメー
ジでしたが EU 統一後、不要なまでに強いられた
横並び政策のせいか、隣国ヨーロッパ諸国風のデ
ザインが流入し、世間ではミニマリズムのシンプ
ルさがもてはやされ、お上品になりすぎてしまった
のです。そんな不満を抱いていたところ、9 月 12
日、雇用･観光文化省アナ・イサベル・モリーニョ
大臣がペルーにて開催された世界観光サミット開
催中に日本の大手旅行会社の会長と会談、日本の
旅行会社の協力の下、2016 年を目処に日本人観
光客のマドリード滞在日数を 1 日から 7 日までに
引き伸ばすためのアラカルトプログラムを仕掛けて
いくというニュースを目にしました。女優菊池凜子
さんを日本語ナレーションに起用しているバルセロ
ナの最新版プロモーションに対抗するのに、マド
リードはどんな仕掛けで驚かせてくれるのかしらと
一人想像してわくわくしています。また2015年4月

にはマドリードにて世界観光サミットが開催されま
す。それを皮切りにマリードが世界に注目されれ
ば、ちりちり燻っていたマドリード復活戦にも火が
点る、そんな予感がしてこれからのマドリードから
目が離せなくなりそうです。

MECHELA（メチェラ）
／ Sevilla

田中富子 たなかとみこ /  Tomiko Tanaka

日本にてフォワーダー、米通信機会社勤務後、2001年よりセビージャ在住。2006年個人自営業ビザ獲得。
2008 年アンダルシア州立ハエン大学にてバージン・オリーブオイル・テ イ ス タ ー に お け る 大 学 の 
エ キ ス パ ー ト コ ー ス を 終 了 し 、オリーブオイル・エキスパートに。現在は、オリーブオイルコース、
食品輸出入仲介業と執筆業を主に、通訳、翻訳等スペインと日本を橋渡し中。誠実、情熱、感動がモットー
の熱い人間です。  HP：www.creapasion.com    /   http://spain.fc2web.com/

写真上、PARGO A LA ROTEÑA（ロタ風地中海鯛）は、季節限定メニュー。19ユー
ロ／ 左下、AJOBLANCO CON GAMBÓN Y HUEVAS DE ARENQUE（大エビと数の子
のアホブランコ（ニンニクとアーモンドのスープ）は、そのまったり感と揚げエ
ビのうま味がたまらない。4,20 ユーロ／右下、TARTA DE CHOCOLATE（チョコレー
トケーキ）は大人気デザート。4,5 ユーロ

住所：Bailén, 34, SEVILLA　電話：+34 955 28 94 93
HP：http://www.mechelarestaurante.es/
※上記情報は、2014 年 11月時点のもので変更する可能性があります。

MECHELA（メチェラ）
日程：2014 年 12月20日（土）午後 2：00～3：30
場所：〒662-0911 西宮市池田町 11-1 フレンテ西宮 4 階（公財）西宮市国際交流協会　会議室
電話：(0798)32-8680         FAX： (0798)32-8678       E-mail： nia930@sound.ocn.ne.jp
ゲスト：Carmen Alvarezさん       参加費：500円      定員：30 名（先着順）
※お申し込みはお電話、FAX、E-mail にて / 11月10日（月）より受付開始
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Alicante,mediterráneamente今回の
テーマ  （地中海そのものの町 Alicante）

西宮市国際交流協会

活動報告 2014.10.5

　今回のスペイン語おしゃべりの会は 10 月 5 日、台風 18 号の影響が心
配される中での開催でした。それでも定員 30 名が満席となり、スペイン語
文化圏に強い関心を持った人たちが多いことに今更のごとく感心しました。
講師はスペイン Alicante 出身の若い Joan Pomata 氏で、“Alicante,　
mediterráneamente　( 地中海そのものの町 Alicante)” のタイトルでお話
をして頂きました。Joan さんは現在京都外国語大学でスペイン語講師とし
て勤務されています。
　さて Alicante という町は日本では余り知られていないようですが、
Valencia自治州の3つの県（Castellón,Valencia ,Alicante)の中の１つです。
温暖な気候で他のヨーロッパ諸国から多くの人が訪れる人気の保養地に
なっています。観光地としてだけでなく港湾都市で、物流拠点にもなってお
り、アルミニュームなどの工業も盛んな都市です。また、Alicante 大学はス
ペイン語を学びたい外国人を多く受け入れており、日本からの短期語学留
学生も少なくないようです。
　この地方には何世紀も前の歴史的建造物が多くあり、写真でも大層見応
えがありました。断崖絶壁の頂にある城などは、現在夜になるとライトアッ
プされ幻想的な姿になり、そこから打ち上げられる花火には魅了されました。
中でも一番印象的だったのは Las Hogueras de San Joan という火祭りでし
た。巨大な張子の人形を燃やして騒ぐ勇壮な祭りです。祭りの一環である
レコンキスタ時代の moros y cristianos（モロー人とキリスト教徒）の姿を
模した仮装行列もエキゾチックで興味深いものでした。
そのほか Alicante に伝わる踊りや歌も紹介してくれました。事前の打ち合

わせでは、講師の Joan さんがご自
身で踊って更に会の参加者にも踊り
を教えてくれるとのことでしたが、
話の方に熱が入りすっかり忘れ去ら
れてしまいました。でも、それを埋
めるに十分なほどの興味深い話の
内容で、楽しい時間は瞬く間に終わ
りました。
　次回は 12 月 20 日です。来日さ
れてまだ日が浅いグラナダ出身の大阪と京都でフラメンコを指導されている
Carmen Alvarezさんが、¿Qué te parecen las Navidades Flamencas？（フ
ラメンコ風クリスマスはいかが？）のタイトルで、アンダルシアのクリスマス
の過ごし方のお話だけでなく、本格的な本場のフラメンコの踊りとカンテを
披露して下さることになっています。どうぞお楽しみに！

次回開催のお知らせ 「¿Qué te parecen las Navidades Flamencas？」

スペイン 語 おしゃべりの会

スペイン小橋マドリード在住15年
旬のスペイン情報をお届けします

土屋寛子   つちやひろこ／Hiroko Tsuchiya
マドリードに15年在住。仕事のビザで渡西、
日系企業に勤務。スペイン人の夫と
4歳の娘と暮らしている。
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２年後のマドリードにさらに期待

マジョール広場。いつも大道芸人やミュージシャンがいて、
観光客や地元の人で賑わう広場を一層魅力的な空間にしています。

（フラメンコ風クリスマスはいかが？）


